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◎ 本日はお忙しい中、2019年度 第3四半期 決算説明の電話会議にご参加頂きまして、
誠にありがとうございます。

◎ 最初に、スライドの3ページをご覧下さい。
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◎ 業績ハイライトです。

◎ 第3四半期累計の営業利益は、前年同期から369億円減少して、1,196億円となりました。

◎ 四半期純利益は864億円、EBITDAは2,495億円となりました。

◎ 4ページをご覧ください。
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◎ 連結決算の概要です。

◎ 売上高は、前年同期から137億円、0.9パーセント増加の、1兆5,821億円となり、
第3四半期累計として、過去最高の水準となりました。
国内線を中心に、旅客需要を着実に取り込みましたが、
10月の台風影響などにより、第3四半期単独の売上高は、前年を僅かながら下回りました。

◎ 一方、営業費用は、506億円、3.6パーセント増加の、1兆4,625億円となりました。
来期の首都圏ネットワーク拡大に向けて、人材・機材に関する先行投資を継続したほか、
安全と品質サービスの向上に取り組んだこと、
また、上期に整備関連費用が増加したことなどが影響しています。

◎ この結果、営業利益は1,196億円、経常利益は1,225億円、
親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年から203億円、約19パーセント減少の、
864億円となりました。

◎ 5ページをご覧ください。
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◎ 財政状態です。

◎ 総資産は、前年度期末より671億円増加して、2兆7,542億円となりました。

◎ 自己資本は、665億円増加して、1兆1,659億円となり、
自己資本比率は、42.3パーセントとなりました。

◎ 有利子負債は、8,481億円となり、前期末から595億円増加していますが、
資金計画内の残高です。デット・エクイティ・レシオは、0.7倍となりました。

◎ 6ページをご覧ください。
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◎ キャッシュフローです。

◎ 営業キャッシュフローは、1,949億円の収入となりました。

◎ 投資キャッシュフローは、航空機を中心とした設備投資などにより、
1,808億円の支出となりました。

◎ 財務キャッシュフローは、普通社債や個人向け社債を発行したことなどにより、
294億円の収入となりました。

◎ 実質フリーキャッシュフローは、665億円の収入となりました。

◎ 7ページをご覧ください。
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◎ セグメント別の実績です。

◎ 第3四半期累計の売上高は、全てのセグメントにおいて前年から増収となりました。

◎ 航空関連事業では、ANA国際線を中心とした生産量の拡大に伴い、売上高を伸ばしました。
一方、今後の事業拡大に備えた空港グランドスタッフの採用を強化するなど、
費用が増加したことにより、若干の減益となりました。

◎ 旅行事業では、昨年10月に台風の影響を受けましたが、
ピーク期を中心に旅行需要を取り込んだことで、国内、海外ともに増収となりました。

◎ 続きまして、航空事業の詳細についてご説明します。
10ページをご覧ください。
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◎ 航空事業における営業利益の、前年同期比較です。

◎ 売上高は、118億円の増加となりました。
ご覧の通り、ANAの国際旅客で114億円、国内旅客で186億円の増収となった一方、
貨物郵便で227億円、LCCで48億円の減収となりました。

◎ 営業費用は、490億円の増加となりました。
国際線を中心に生産量が増加したほか、
今後の事業拡大に向けた人材や機材に関する先行投資を、計画に沿って実行しました。

◎ これらの結果、航空事業の営業利益は、前年同期から371億円減少して、
1,121億円となりました。

◎ なお、ユニットコストの実績については、下段にお示ししています。

◎ 12ページをご覧ください。
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◎ 国際旅客の状況です。

◎ 第3四半期累計の増収額、114億円の要因分析です。

◎ 旅客数要因では、新規路線の開設やエアバスA380型機の投入により、生産量が増加しました。
一方で、日本発ビジネス需要の弱含みが継続しているほか、
昨年10月末のウィンターダイヤ以降、中国系エアラインが供給量を大幅に拡大したことにより、
中国線の競争も激化しました。
これらへの対応策として、日本発レジャー需要や、アジア＝北米間の三国間需要を
積極的に取り込んだ結果、60億円の増収となりました。

◎ 単価要因では、需要のピーク期を中心にイールドマネジメントを徹底したほか、
欧米線やハワイ線の生産量増加に伴い、
中・長距離路線の旅客数構成比が高まったことも影響して、55億円の増収となりました。

◎ 続いて、13ページをご覧ください。
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◎ 方面別の供給と需要の推移です。

◎ 北米方面は、日本発ビジネス需要の弱含みが続きましたが、
海外での販売を強化したことにより、生産量を上回る旅客キロを確保しました。

◎ 欧州方面は、プロモーション運賃の投入により、
日本発レジャー需要や、ラグビーワールドカップの開催に伴う旺盛な訪日旅客を取り込みました。

◎ 中国方面は、昨年度の下期から供給量を抑制してきた中、
日中間のマーケット全体の供給量は、第3四半期以降、大幅に拡大しました。
当社グループの訪日旅客の取り込みは、前年を下回りましたが、
単価の高い日本発需要を優先して獲得しました。

◎ アジア・オセアニア方面について、昨年9月以降に新たに就航した、
成田＝パース線、成田=チェンナイ線は、順調な滑り出しとなりました。
香港線や韓国線で、地政学リスクの影響が見られましたが、
その他の路線では、訪日旅客や北米への接続需要を積極的に取り込みました。

◎ 16ページをご覧ください。

13



14



15



◎ 国内旅客の状況です。

◎ 第3四半期累計の増収額、186億円の要因分析です。

◎ 旅客数要因では、第3四半期も、上期までと同様に堅調な需要基調が継続しました。
10月の台風19号により減収影響を受けましたが、
早期発売型運賃の活用により、連休や年末年始の予約を前倒しで取り込むなど、
需要の喚起に努めた結果、150億円の増収となりました。

◎ 単価要因では、需要の閑散期において、柔軟なイールドコントロールを実施した一方、
需要のピーク期を中心に、新たな運賃制度の効果を享受して、単価の向上に努めた結果、
35億円の増収となりました。

◎ 右の図は、四半期別の実績推移です。
国内線の堅調な需要動向を踏まえて、単価の向上と需給適合を同時に追求した結果、
第3四半期単独の座席利用率は、72.5パーセントとなりました。
第1四半期、第2四半期に続き、四半期別の実績としては、過去最高を更新しました。

◎ 19ページをご覧ください。
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◎ 国際貨物の状況です。

◎ 第3四半期累計の減収額、206億円の要因分析です。

◎ 重量要因では、米中貿易摩擦の影響などにより、貨物需要の低迷が継続しています。
下期からは、アジア発北米向けの三国間需要の取り込みを強化していますが、
マーケット全体の需給バランスが悪化していることから、50億円の減収となりました。

◎ 単価要因では、販売レートの低下や為替の円高が影響したほか、
輸出入の減少と三国間貨物の増加に伴う貨物構成の変化により、
155億円の減収となりました。

◎ 右の図は、輸出入貨物の総需要と、当社グループ実績の推移です。
日本全体の輸出入重量の減少が続く中、
三国間貨物の取り込みを強化することで、減収の抑制に努めました。

◎ 今後、需要の動向を慎重に見極めながら、供給量の調整を含めた柔軟な対応策を、
さらに強化していきます。

◎ 23ページをご覧ください。
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◎ LCC事業の実績です。
本スライドの数値は、Peach Aviationと、バニラエアの合算値をお示ししています。

◎ 昨年の10月27日以降、LCC事業としてPeachに運航を一元化しました。
機材の改修や乗員の移行訓練に伴い、リソースの稼働を一時的に抑制した結果、
生産量は前年に比べて減少しました。

◎ このような中、昨年の夏場以降、韓国線や香港線の需要が弱含んでいるほか、
台湾線で他社との競合が激化したことなどの影響により、
売上高は前年から48億円減少して、643億円となりました。

◎ 2社合計の座席利用率は、効果的なイールドマネジメントを実行したことにより、
85.3パーセントと、高い水準を維持しています。
今後は、統合の効果を最大限に発揮しながら、ネットワークの再構築を図っていきます。

◎ 第3四半期の決算についてのご説明は以上です。
ご清聴、ありがとうございました。
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